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株式会社山口フィナンシャルグループ 
 

国立大学法人山口大学および山口県との連携による 

地域企業に対する成長支援について 
 
株式会社山口フィナンシャルグループ（代表取締役社長 福田 浩一）は、当社の１００％

出資子会社である株式会社ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング（代表取締役社長 矢儀 一仁）

を通じて、国立大学法人山口大学（学長 岡 正朗）および山口県（知事 村岡 嗣政）と

連携し、地域で活躍する企業の新事業創出を支援する取組みを進めてまいりますので、下

記のとおりお知らせいたします。 
当社は、地域経済の持続的な発展のためには、「産・学・公・金」の連携により、地域企

業が健全な成長を行っていくことが、重要な要素であると考えております。地域経済にお

ける地元金融機関の担う役割が重要となる中、当社のグループ３銀行（もみじ銀行、山口

銀行、北九州銀行）が有するネットワークを活用し、地域企業の継続的な成長に寄与して

まいります。 
記 

１．目的 
  国立大学法人山口大学（以下「本大学」）が、平成２７年１０月１日より本大学が単独

で保有する知的財産（特許、実用新案、意匠等）の利用にかかる実施料を、一定期間無

料で開放することに併せ、当社および本大学、山口県が連携し、企業が新たな技術や事

業を生み出し収益化するまでの各ステージ（事業化前、事業化中、事業化後）において、

側面的な支援を行うものです。 
 
２．概要 

本連携において、当社は以下の３つの役割を担います。 
①事業化前：当社グループ３銀行のネットワークを活用した情報収集 
（内容）   企業が保有する技術（未利用・低稼働特許等）や、企業が抱える技術課題、 

技術相談に関する情報（企業のシーズ、ニーズ）を収集し、本大学が無料

開放する特許情報（シーズ）と集約させることで、ニーズとシーズの効率

的なマッチングを支援します。 
 
②事業化中：事業化までに必要な資金に対する金融支援 
（内容）  企業が新たな技術や事業を生み出す過程から金融機関が積極的に関与し、

企業が持つ技術に対する目利き力を高めることで、保証人や担保に過度に

依存せず、事業性を評価した金融支援を目指します。 



③事業化後：販路拡大支援 
（内容）  当社グループ３銀行のネットワークを活用したビジネスマッチングを展開

することにより、新製品（技術）の販路開拓および収益化を支援します。 
 
３．連携イメージ 

ご不明な点などございましたら、お気軽にお問い合わせください。
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【本件に関するお問合せ先】 
山口銀行 地域振興部 

担当：濵島 
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